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【あらすじ】 

2023 年 5 月、ある家族三世代が神戸から旅に出た。目的地は祖父の被

爆地・広島 

78 年前の薄れゆく“記憶”を取り戻すために… 

凄惨な体験をした地で、果たして祖父・鈴木照二は何を思い出し、何を

語るのか？ 

そして被爆二世である母・カオル、三世である娘・万祐子は、何を感じ

るのか？ 

カメラの前で、被爆三世代がそれぞれの思いを紡いだ… 

 

祖父・鈴木照二さん（取材時 95 歳 被爆一世）  

  昭和 20 年 8 月、旧制広島高等学校１年在学時、勤労動員先の寮内で、原爆に遭遇。大き

なけがはなかったものの、翌日から１週間、帰らぬ学友の姿を求めて爆心地付近を捜索。京

橋川の河畔で凄絶な地獄絵を見た。⾧年、体内に悪性腫瘍をかかえており、孫にも被爆の影

響が出たのではないかと案じている… 

母・鈴木カオルさん （取材時 64 歳 被爆二世）  

高校生の時、心臓に異常が発見され体調不良の日々を過ごす。 結婚し一女を出産。その

後も甲状腺の機能低下や、原因不明の症状に悩まされている。愛娘に甲状腺ガンが発見さ

れ、ショックを受ける。福島の原発事故で避難を余儀なくされた子どもたちを、サマーキャ

ンプに招待するボランティアに参加したことから、平和活動を推進することを決意。 ピア

ニスト・金谷康佑とともに平和のイベントを赤字覚悟で主宰している。  

一人娘・万祐子さん （取材時 26 歳 被爆三世）                  

たった一人の孫娘で、祖父から可愛がられた。 大学で軽音学部に所属し、ギターとヴォー

カルを担当。卒業ライブを控えた四年次の７月、検査で甲状腺ガンが発見された。 医師から

「甲状腺の全摘手術で声帯を傷つけるかもしれない。手術の日までに一生分の歌を歌ってお

くように」と言われた。４カ月後の手術当日、喉を広く切開しリンパも切除する大手術に臨

んだ。果たして手術は成功し、再び歌うことができるようになるのか… 

朗読・斉藤とも子（女優） 

2023 年 4 月 22 日、広島のライブ・ジュークで行われた女優・斉藤とも子の朗読と、ジャズ

ピアニスト・金谷康佑のコラボレーションをノーカット収録。爆心地近くで被爆し、小頭症

児を出産したある被爆者の原爆症認定裁判での“陳述”を、斉藤とも子が渾身の朗読。恐ろしい原爆の実相

と被爆者が背負わされた過酷な運命に胸を震わされる。 



音楽・金谷康佑  

ジャズピアニスト・作曲家。兵庫県出身、立命館大学卒業。関西を中心に活動。金谷康佑

のオリジナル・アルバム『LYRICISM』から、「気だるい午后のワルツ」「邂逅」「私のこの人

生」「家族の肖像～セピア色の寫眞～」など…澄んだピアノ・ソロが、ドキュメンタリー全編

を彩る。2023 年から、女優・斉藤とも子の朗読と共に「地球・平和、そして未来へ」と題し

たライブ活動を各地で行なっている。鈴木カオルと中学生時代の同級生。 
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